




















































































上巻全二一・五丁（目録一丁、本文 ○ 五丁） 。下巻全二四・五丁（本文二四 、奥付○・五丁） 。上巻最終丁（半丁）をうしろ表紙に貼って見返を兼ねる。
丁付
　






















という内題のうち初出本の上巻に見た「浄土」の二字以外の不安定な布字は新出本の上巻にあっても同様であったものの、下巻の巻首部分には板木 修訂を想起させる痕跡は存在せず、上巻に見る異変が入木以外の何らかの理由による板木の欠損の結果であり、 「浄土安心物語」というタイトルは最初から変わりがなく、旧稿の段階で懐いた入木かとの疑惑は狐疑に類するものであったことを証する。ししこの誤解 『浄土安心物語』を『浄土座敷法談去此不遠』に結びつけ、さらに『和風安心抄 へと関連づけるという貴重な誤解であったということも言 添えておくべきであろう。
新たに上下巻完備したテキストが出現したものの新出の
















































































































































































































と、 〈我朝〉 〈唐〉 〈天竺〉のサーキュレーションを守りつつ、「かう
く










































































































































































































































































































































































































保一六年ごろの板かとさ る。後者つまり半丁二図の板によって堀兼の井の段を掲出してみた（ 〔図版１〕 ） 。
まず百人一首の三条右大臣の歌を捩った、
なにとおばゞあふさかしたのほりかね井人にしられてみるよしもがな
の戯れ歌を掲げ、 「牛込あふ坂ほり ねの井」とキャプシヨンを冠する。挿絵には、中腰で洗濯に熱中 老女に歌を歌いかける武士がいる。三条右大臣藤原実方の思い入れか。 「此井戸がそでござります」 という画中詞は老女の返事、盥に並んで二本のタガで締め付けた井筒が描かれ、短い釣瓶竿が添えられる。井戸は崖下にあり、崖に沿った坂道町駕籠が息杖を振りながら駆け上 る 『紫の一本』 説明をそのまま可視化した ごとき風景である。
そして〔図版２〕は、雑誌「風俗画報」臨時増刊「新撰


























































は「御府内備考によると船河原町にはその井戸はないと書いてある」とするが、こ 読みは正確で ない。 「右掘兼与相唱候者」は「牛込富士見馬場久保平左衛門様御屋鋪内」の井戸がそれであって「当所ニ而者無御座候」 、つまり隣町であって当町内の管轄外、と読むべきであろう。また塩谷大四郎屋敷脇の古井戸については、船河原町内 誰も堀兼の井と呼ばないが、余所ではそう呼ぶ者もいるらしいと堀兼の井説を半ば肯定している。なお 船河原町の名主が堀兼の井候補地としてお名指し 富士見馬場と 、逢坂を上りきって左折した一帯の俗称 払方町に属し、曲がり角に旗本久保家の屋敷が る。
因みに当時の切絵図を繙いてみれば、船河原町の塩谷大




谷船河原町の防災井戸とが一本の線で繋がった。しかしこの線をさらに『江戸名所記』まで溯らせる は容易でない。冒頭に見たごとく、 『江戸名所記』が所在に関しては、ほとんど何も伝えないところからである。幸い 『江戸名所記』に挿絵があり、 「牛込村のほりかね 井」 に、 うだつの上がった町屋を描き添えるところから、市中繁華 地を想定 きるもののようで る。
余談ながら、市谷船河原町書上と新宿区教育委員会の案








とあって、 「堀兼の井」という表記もあながち誤りとすることはできない。なおここに引用した『大広益会玉篇』は寛永一八年林甚右衛門板で、 「堀」は「土 部（部首番号九）
巻二の第一丁ウラ面にある。
（わたなべ
　
もりくに・実践女子大学名誉教授）
